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249　　 　 ラ ッ ト顆粒膜 細胞 の inhibin産生 に 及

ぼ す cytokine の 効果

250　　　 顆粒膜細胞に お け る性 ス テ ロ イ ド生合

成 に 対す る basicFGF の 効果
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〔目的 〕わ れ われ は 顆粒膜細胞 の inhibin産生が各

種成長因 子に よ り調節 され て い る こ とを明 ら か に

して きた 。最 近 ．種 々 の cytokine が steroid 合成

などの 卵巣機能を修飾 して い る こ とが 報告 され て

い る。そ こで ，今回 は ラ ッ ト卵巣 に お けるinhibinの

産 生 に対す る Interleukine （IL）− 1βおよび

Tumor 　 Necrosis　 Factor （TMF ）α の 効果に っ い

て 検討 し た 。

〔方法 〕inhibinの 各 subunit に 対す る抗体は

porcine 　Inhibin　α
1−26

（pl α
1　26

），　pl ！eA81
−113

の 合成 peptideに 対す る抗体 を用 い た 。 未熟21 日令

ラ ッ トに 4 日 間 DESImg ／day 投 与後 顆粒膜細胞

を採取 し，無 血清 McCoy 　 5A に ovine 　FSH ．　 IL−

IP ，　 TNF α を添加後 2 日間培養 し，培養液 を非還

元条件下 SDS − PAGE に て 電気泳動後，　 nitrecellu
−

lose膜 に 転写 し．各 subunit に対 す る抗 体 を用 い，

immunoblot した 。

〔成績 〕ovineFSH （1−100ng ／量ml ）添加 に よ り

inhibin α ，戸A　dimer （30kD ）の 産生 は 用量 依存

性 に 増 加 した 。 ま た，抗 α一subunit ，抗 βA

subunit 抗体に よ り認識さ れ る 68，47，24kD お よび

68，63kD の minQr 　 bandの 染色 性 も FSH に よ り高

ま っ た 。

一
方 ． IL− 1β，　 TNF α （30ng／nl ）は 単

独あるい は FSH 刺激下 で inhibin産生 を抑制 し，そ

れ らの 抑制効果 は 用量依存性で あ っ た 。

〔結論〕 ラ ッ ト卵巣顆粒膜細胞 に お ける inhibin の

産生が IL− 1β，　 TNF α の 添加 に よ り用量依 存 性

に 抑制 を受 けた こ とに よ り ， ラ ッ ト卵巣 の inhibin

産 生 が cytokine に よ り autocrine ，　 paracrine

control を受 けて い る 可能 性 が示 唆 され た 。

〔目的 〕basic 　fibroblast 　growth 　factor（bFGF ）

は 顆粒膜細胞 の 増殖 ，分化に 重要な役割 を担 っ て

い る こ とが注 目 され て い る が ， 未だそ の 詳細に っ

い て は 不 明な点が多 い
。 そ こ で 今回 我 々 は bFGF の

顆粒膜細胞に お け る性 ス テ ロ イ ド生合成 に 対す る

効果 に っ い て 検討 し た 。 〔方法 〕未熟 21日齢雌 ラ

ッ トに 4日間 DES 　 l姻 ay 投与後，卵 巣よ り顆粒膜

細胞 を得て 実験 に供 した 。 培養は ，
serumfree の

条件下で 行な っ た 。
ovine （o ）FSH 　30n蜘 1お よ び

recombinant 　human 　bRCF の 存在 ．非存在下 に 48

時間顆粒膜細胞 を培養 し ，培養液中 の estradiol

（E2），　progesterone （P4）濃度 を RIA に て 測 定 し たo

ま た ．oFSH 　30ngrfnlで 48 時間培養 し た 黄体化顆

粒膜細胞 を ，洗浄後 ，oFSHI 　O　O　ngrfu1 あ るい は 。LH

lOOngrfnl の 存在 ，非存在下に さ らに 48 時間 bR ｝F

と共 に 培養 し ，培養液中 の Ez
，
　P4 濃度 を測定 し た。

〔成績 〕 oFSH 　30n頭n1 の 添加は 有意に培養液中

の E2 ，P4 濃度 を上昇 さ せ た
。
　 bFGF 単 独 で は 。　 E　2 ，

P4 の 基礎分 泌 に影響 を与えなか っ た が ，　 FSH に よ

り刺激 され る E2， P4産生 を brCF は用量依存的に

抑制 し た 。 ま た ．FSH で 前処理 し た黄体化顆粒膜

細胞 に お い て も， oFSH に よ り E2 ．P4 産生は刺激

され 、b毘 F ．は ， FSH 作用 に 対 し て 同時添加で 抑制

的 に 働い た DoLH は 黄体化顆粒膜細胞の E2
，
P4産

生 を FSH と同様 に刺激 し た 。 黄体化 顆粒膜細胞に

お い て o田 の 同時添加 に て 田 の E2 ，P4産生 刺激作

用 を bFI］FF は促進する方向に 働 い た 。

〔結論 〕 bFGF は．ゴ ナ ド ト P ピ ソ に よ る顆粒膜細

胞 の ス テ ロ イ ド合成 に 影 響を与 え る こ と が 示 され，

bFGF は 卵巣内機能調節因子 と し て 重要 な役割 を

持 っ こ と が 示唆 され た 。
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